（第４号様式）受注実績調書


	業務名
	発注者
	履行期間
	継続区分
	契約金額
	業務概要
	業務等分類
	受注者
区　分
	受注者名

	(例)○○市クリーン
センターリサイクル
施設運転管理業務
	○○県
○○市
	Ｒ○年○月○日
～
Ｒ○年○月○日
	○
	000,000,000　円
	○○市クリーンセンターにおける、
資源ごみの破砕、分別、圧縮、梱包。
	Ⅰ（　同種　類似１　）
	単独
共同企業体
	○○株式会社
△△株式会社

	


	
	
	
	
	
	Ⅰ（　同種　類似１　）
	単独
共同企業体
	

	


	
	
	
	
	
	Ⅰ（　同種　類似１　）
	単独
共同企業体
	

	


	
	
	
	
	
	Ⅰ（　同種　類似１　）
	単独
共同企業体
	

	


	
	
	
	
	
	Ⅱ（　　同種
類似１　　　類似２）
	単独
共同企業体
	

	


	
	
	
	
	
	Ⅱ（　　同種
類似１　　　類似２）
	単独
共同企業体
	

	


	
	
	
	
	
	Ⅱ（　　同種
類似１　　　類似２）
	単独
共同企業体
	


（記載要領）
・履行期間は受注した業務の契約書等に記載の年月日を記載のこと。
同じ発注者から複数年度に渡って継続して同じ業務を受注しているもののについては、令和８年８月１日現在にわかっている履行開始年月日と
履行終了年月日を記入し、継続区分に「○」を記入すること。

・契約金額については、業務の契約書等に記載の契約金額（税込）を記載のこと。
同じ発注者から複数年度に渡って継続して同じ業務を受注しているもののについては、令和８年８月１日現在に判明している契約のうち、
最も契約金額の高い金額を記入すること。

[bookmark: _GoBack]・業務等分類については記載している業務のうち、該当する業務（Ⅰ：リサイクル施設運転管理業務、Ⅱ：収集運搬業務）と
区分係数（同種、類似１、類似２）にそれぞれ「○」を記入すること。

・受注者区分については、記載している業務のうち、単独で受注した業務にいては単独に「○」を共同企業体で受注したものについては、共同企業体に「○」を記入すること。

・受注者名については、業務を請け負ったすべての事業者名を記入すること

（添付書類）
契約書の写し、仕様書の写し、施設概要等、（別紙５）で審査する受注業務の内容が客観的に判断できる書類。（金属の破砕、分別、圧縮）書類で客観的に判断できない場合は加点しない。共同企業体で受注した場合は全ての構成企業と応募者との割合がわかる書類。

